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高校生に向けたストレスマネジメント教育 実践研究の現状
― 年以降に行われた 実践研究から―
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問題と目的

平成 年度の文部科学省の調査 文部科学省 によ

ると，高校生の問題行動・学校不適応は依然として深刻な状

況にある。これらの背後にはストレスや感情制御などの心理

的な要因が潜んでいると考えられている 岡田 。 こ

のような問題に対して 開発的・予防的な効果を期待して行

われる取り組みとして代表的なものに「ストレス・マネジメ

ント教育 ：以下 」があ

る。 は生徒の心理的な問題に直結する「ストレス」を適

切にコントロールする力を養うことを目的とした取り組みで

あるが。岡安 は 高校生に対する や学校ストレ

スに関する実証研究が十分に進展していないことを指摘して

いる。 この指摘から 年が経ち 高校生を対象とした

実践研究はある程度蓄積されてきたが それらを包括的に評

価し 内容や効果 実践上・研究上の課題等を検討している

論文は見当たらない。実用的な プログラムを提供してい

くためには これまで行われてきた実践で得られた知見を集

約することは不可欠である。

そこで本研究は「高校生を対象とした 実践研究を集約す

ることによって プログラム開発の視座を得ること」を

目的とする。

方 法

調査対象： 年に学会誌 大学紀要等に掲載された

論文で 高校生を対象にストレス耐性の向上あるいはスト

レス反応の低減を目的とした実践研究。

調査時期： 年 月。

調査方法：論文データベース・サービス

国立情報学研究所 を用い 調査対

象論文を抽出した。 データベースでの検索語句を「高校生

ストレス」 「高校生 ストレス・マネジメント」 あるい

は「高校生 心理教育」と設定し 出版年を 年と

して論文を検索した。この中から 学会誌 大学紀要等の

掲載論文で 本研究に合致するものを対象とした。 また

検索結果に示されなかったが 対象論文に引用されていた

論文からも該当する論文を加えることとした。

分析の視点：抽出された実践を 「実践内容と方法」 「実

践効果と課題」の視点から整理する。 また 編の論文中

に複数の実践がある場合 それぞれについて整理する。

結 果

最終的に 編 実践を分析対象とした。鈴木 は

介入の種類について「考え方への介入」 「コーピングへの

介入」 「ストレス反応への介入」の つに整理している。

の実践のうち 「考え方への介入」を扱ったものは 件

「コーピングへの介入」を扱ったものは 件

「ストレス反応への介入」を扱ったものは 件

であった。 プログラムの実施者については 「大

学教員」： 件 「大学院生」： 件 「 」：

件 「養護教諭」：１件 「教員」： 件

「生徒」： 件 「不明 論文中に特に記述

がなかったもの 」： 件 であった。 実施回数は

回以上の実践は嶋田・五十川 の 回 上原・山中

の 回の 件 ５回以上 回未満の実践は 件 福

田・松岡 黒川ら ；増田ら ；中村・竹鼻

；堤 ；小早川 残りの 件は 回以下の

実践であった。 実践中 効果測定が行われたのは 件

で その全てで事前および事後に測定を行なっていた。

フォローアップ時期まで測定したものは 件 あっ

た。また 統制群を設定したものは 件 であった。

主な結果としては ストレス反応の低減をあげたのは 件

吉川 ；福田・松岡 ；奥澤ら ；小澤 ；

山口・窪田 ；井上 ；堤 ；上原・山中 ；

谷口 ；堤 コーピングの質的変化をあげたもの

は 件 吉川 ；黒川ら ；増田・内田 ；森

ら ；嶋田・五十川 ；谷口 あり その他

ストレスマネジメント自己効力感の増加 中村・竹鼻

情緒的安定 奥澤ら などがあげている。 実践上の課

題として 「中・長期的な効果検証の必要性」を挙げたのが

件 「日常場面への般化等の定着の問題」を挙げ

たのが 件 「統制群設定の必要性」を挙げたのが

件 「内容の洗練」を挙げたのが 件 「そ

の他」 件 であった。

考 察

介入の種類としては コーピングの種類を増やしたりコー

ピングの使い方を検討したりするような「コーピングへの介

入」を目指した実践は 「ストレス反応の低減」や「考え方

の変容」を目指した実践に比べて 少なかった。 高校生は

小・中学生と比べてそれまでの経験からある程度の自分なり

のコーピングを獲得しているものと思われる。 したがって

それらをシェアすることを通してコーピングの種類を増やし

たり 獲得しているコーピングの質や使い方について再検討

する機会を与えたりする「ピア・サポート」的なアプローチ

を取り入れたプログラムも有効ではないかと考えられるが

そのような実践はみられなかった。生徒の現在持っているコ

ーピングレパートリーを拡充することを目的としたワークを

取り入れていくことも有効ではないだろうか。実施者につい

ては 実施のしやすさ・内容の正確な理解の観点から 専門

家と学級担任によるティームティーチング の形が望ま

しいだろう。 回数については ～ 回のプログラムと

等の短時間でできるワークを組み合わせた形が望ましいだろ

う。評価については ストレッサーやストレス反応など ス

トレスの程度を測るものと ストレスマネジメント自己効力

感を測るものに加えて 自由記述により生徒の内面の変化を

評価していく視点が必要であろう。今後は ここで得られた

知見をもとにプログラムの素案をつくり 実践対象となる生

徒や担任のニーズも踏まえながら 内容を洗練させ 実践・

効果検証をしていく必要がある。
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に関する失敗観と自己意識
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研究の背景と目的

Grit とは，長期的な目標達成のための忍耐もし

くは根気と情熱であると定義され，IQ とは関連し

な い ， 成 功 や 達 成 の 個 人 的 要 因 で あ る

（Duckworth et al.，2007）。近年では，才能や遺

伝子的な優位性よりも，Grit の能力が成功の獲得

に対して大きな影響力を及ぼしていることが明ら

かになっている。日本における学校教育では，「成

功体験」を伴う活動によって自尊心を高めるよう

な教育活動に焦点が当てられている。しかしなが

ら，成功体験は必ずしも健全な自尊心を育むわけ

ではない（Baumeister et al.，2004）。また，人生

を生き抜くうえでは，自身の失敗経験を受け入れ，

どのように乗り越えるかという問題が生じること

が多い。すなわち，失敗観の持ち方は Grit や失敗

した自己をどのように捉えるかという自意識と関

連することが考えられる。そこで本研究では，Grit
と失敗観及び自意識との関連性について予備的に

検討することを目的とした。 

方 法

調査対象者と手続き

東海圏に在籍する大学生 156名を対象に質問紙

を用いた一斉調査を実施した（有効回答数：153
名）。なお，本研究は名古屋学芸大学研究倫理委員

会の審査・承認を受け実施された（倫理番号：213）。 
調査材料

a) 失敗観尺度（池田･三沢，2012）：失敗に対する

価値観を測定する尺度である。「失敗のネガテ

ィブ感情」「失敗からの学習可能性」「失敗回避

欲求」「失敗の発生可能性」の 4 因子で構成され

ており，高い信頼性と妥当性が確認されている

（24 項目/5 件法）。 
b) 自意識尺度（菅原，1984）：自意識の強さを測

定する尺度である。「私的自意識」と「公的自意

識」の 2 因子で構成されており、高い信頼性と

妥当性が確認されている（21 項目/7 件法）。 
c) 日本語版 GRIT 尺度（吉津・西川，2016）：諦

めない心的態度（GRIT）を測定する尺度である。

「根気」「一貫性」の 2 因子で構成されており、

高い信頼性と妥当性が確認されている（10 項目

/5 件法）。 

結 果

各尺度とその下位因子との相関係数を算出した

結果，Grit は「失敗からの学習可能性」との間に

有意な正の相関を示し，「失敗のネガティブ感情価」

と「失敗回避欲求」との間に有意な負の相関を示

した（失敗からの学習可能性：r=.285，p<.001／
失敗のネガティブ感情価：r=-.228，p<.01／失敗

回避欲求：r=-.256，p<.001）。Grit と「私的自意

識」との間には有意な正の相関が示された（r=.309，
p<.01）。「公的自意識」は「失敗のネガティブ感情

価」と「失敗回避欲求」との間に有意な正の相関

を示した（失敗のネガティブ感情価：r=.595，
p<.001／失敗回避欲求：r=.275，p<.001）。「私的

自意識」と「失敗からの学習可能性」との間には

有意な正の相関が示された（r=.161，p<.05）。 

考 察

本研究の結果を概観すると，公的自意識は「失

敗のネガティブ感情価」と「失敗回避欲求」との

間に正の相関を示し，「失敗のネガティブ感情価」

と「失敗回避欲求」は Grit との間で負の相関が認

められた。このことから，公的自意識は失敗経験

をネガティブに捉える心的要因となり，ネガティ

ブな失敗観は Grit を低減させる要因となること

が示唆された。一方で，私的自意識は「失敗から

の学習可能性」との間に正の相関を示し，「失敗か

らの学習可能性」は Grit との間に正の相関を示し

た。このことから，私的自意識は失敗経験をポジ

ティブに捉える心的要因となり，失敗からの学習

可能性は Grit を高めることが予想される。 
今後は，これらの因果関係について明らかにし

つつ，Grit の作用機序について，教育実践場面に

おいて実証的に検討することが期待される。 
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